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2

は
じ
め
に

『
和
漢
朗
詠
集
』
は
朗
詠
に
ふ
さ
わ
し
い
中
国
・
日
本
の
詩
文
、
和
歌
等
が
撰
集
さ
れ
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。

撰
者
と
さ
れ
る
藤
原
公
任
（
九
六
六
ー
一
〇
四
一
）
は
学
才
豊
か
な
当
代
き
っ
て
の
文
化
人
で
あ
り
、
こ
の
公
任
の
撰
に
よ
る
本
作
品
が
当
時

を
代
表
す
る
作
品
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
く
、
こ
れ
を
研
究
す
る
こ
と
は
我
が
国
の
文
化
の
基
盤
を
理
解
す
る
上
で
も
極
め
て

重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
原
本
は
現
存
し
な
い
。『
和
漢
朗
詠
集
』
の
姿
を
窺
い
知
る
に
は
そ
の
伝
本
（
以
下
「
写
本
」
と
も
い
う
）
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
は
巻
上
（
春
・
夏
・
秋
・
冬
）、
巻
下
か
ら
成
る
。
百
余
り
に
部
類
分
け
さ
れ
、
そ
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
に
立
て
ら
れ
た
題
の
も
と
、

詩
文
・
和
歌
等
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
中
国
・
日
本
の
詩
文
、
和
歌
等
の
順
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
漢
詩
文
・
和
歌
の
同
列
化
は
そ
れ

ま
で
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
漢
字
・
仮
名
表
記
の
併
存
に
よ
っ
て
書
の
作
品
・
手
本
と
し
て
も
重
ん
じ
ら
れ
、
成

立
直
後
か
ら
頻
り
に
書
写
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
他
の
文
学
作
品
に
見
ら
れ
る
本
作
品
の
引
用
状
況
か
ら
『
和
漢
朗
詠
集
』
は
当
代

の
み
な
ら
ず
後
代
に
お
い
て
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

伝
本
に
は
い
わ
ゆ
る
完
本
、
零
本
、
切
（
断
簡
）
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
平
安
時
代
の
も
の
だ
け
で
も
三
十
余
種
に
上
る
。
鎌
倉
時

代
に
至
っ
て
は
、
さ
ら
に
多
く
の
写
本
が
作
ら
れ
て
い
る
。
中
に
は
原
本
が
書
か
れ
て
か
ら
わ
ず
か
数
十
年
後
に
書
写
さ
れ
た
と
推
さ
れ
る
写
本

も
あ
り
、
い
ず
れ
も
公
任
が
撰
し
た
原
本
を
探
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
中
に
は
能
書
家
の
手
に
よ
る
も
の
が
含
ま
れ
、
文
学
の

み
な
ら
ず
、
書
（
主
に
筆
跡
を
指
す
）
を
研
究
す
る
上
で
も
そ
の
学
術
的
価
値
は
非
常
に
高
い
。
そ
れ
ら
の
諸
伝
本
が
翻
字
さ
れ
た
も
の
に
は
昭

和
十
四
年
刊
行
の
『
伝
藤
原
定
頼
筆
和
漢
朗
詠
集
山
城
切
解
説
及
釈
文
』
が
あ
る
。
該
書
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
伝
本
の
集
成
が
な
さ
れ
た
唯
一
の

校
本
で
あ
る
。

そ
の
後
、『
古
筆
学
大
成
』・『
和
漢
朗
詠
集
切
集
成
』
等
の
刊
行
に
よ
る
古
筆
切
の
資
料
公
開
が
な
さ
れ
、
当
時
に
比
し
て
よ
り
踏
み
込
ん
だ
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調
査
・
研
究
が
可
能
な
環
境
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
改
め
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
先
学
の
研
究
成
果
の
中
に
は
誤
謬
・
謬
説
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
、

不
明
瞭
な
説
明
が
存
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
今
後
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
研
究
を
深
め
て
い
く
た
め
に
は
そ
れ
ら
を
見
直
し
、
検
討
を

行
う
必
要
が
あ
る
。
本
研
究
の
目
的
は
、
収
集
、
集
成
し
得
た
資
料
を
も
と
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
元
の
姿
、
及
び
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
変
遷

す
る
諸
相
の
一
端
を
探
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
伝
本
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
各
伝
本
の
位
置
付
け
、
系
統
立
て
を
試
み
る
こ
と
で
あ
る
。

以
下
、
凡
例
を
示
す
。

一
、
書
写
年
代
を
平
安
時
代
に
限
定
し
て
調
査
し
た
諸
伝
本
・
断
簡
等
の
概
要
は
次
頁
の
通
り
で
あ
る
（「
出
典
」
に
挙
げ
る
資
料
名
は
主
要
な
も

の
に
限
る
）。
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
掲
載
順
・
引
用
の
出
典
等
（
略
号
・
略
称
は
除
く
）
は
『
古
筆
学
大
成
』
第
一
三
・
一
四
・
一
五
巻
﹇
平

成
2
年　

講
談
社
﹈
に
拠
っ
た
。

二
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
当
該
詩
歌
句
を
番
号
で
示
す
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
番
号
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
っ
た
。『
新
編
国
歌
大
観
』
に
未
所
収

の
詩
歌
句
に
つ
い
て
は
当
該
詩
歌
句
の
位
置
を
示
す
た
め
、「
の
次
」
と
表
記
し
た
。
例
え
ば
「
92
の
次
」
と
は
92
の
次
に
位
置
す
る
こ
と
を

意
味
す
る
。

三
、
翻
字
の
際
は
そ
の
多
く
を
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
判
読
が
困
難
な
場
合
は
そ
の
箇
所
を
「
■
」
ま
た
は
「
□
」
で
示
し
た
。

四
、
本
書
中
、
指
摘
す
る
本
作
品
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
各
部
の
呼
称
、
及
び
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

諸
伝
本
の
う
ち
、巻
上
・
下
の
冒
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
「
目
録
」
を
有
す
る
も
の
が
あ
る
。「
目
録
」
と
は
「
題
」
の
一
覧
を
呼
称
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
書
に
お
け
る
「
題
」
と
は
部
類
分
け
さ
れ
た
各
詩
歌
句
群
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
名
を
指
す
。
な
お
、「
題
」
に
は
、
例
え
ば
「
子
日
付
若
菜
」
に
お

け
る
「
若
菜
」
の
ご
と
く
、
小
字
に
て
付
加
事
項
が
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
便
宜
上
、「
付
項
目
」
と
呼
称
す
る
。

当
該
詩
歌
句
に
関
す
る
題
詞
・
作
者
名
等
が
そ
の
末
尾
（
行
末
）
に
小
書
き
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
「
注
記
」
と
呼
称
す
る
。

五
、
粘
葉
本
・
伊
予
切
を
「
粘
葉
本
類
」
と
呼
称
し
、
雲
紙
本
・
関
戸
本
を
「
雲
紙
本
類
」
と
呼
称
す
る
。



4

伝
本
名

伝
称
筆
者
名
等

略
称

略
号

出
典
（
主
要
資
料
）

大
字
和
漢
朗
詠
集
切

伝
行
成
筆
大
字
切

行
大

『
古
筆
学
大
成
』

（
平
２  

講
談
社
）

雲
紙
本
和
漢
朗
詠
集

雲
紙
本

雲

関
戸
本
和
漢
朗
詠
集
切

関
戸
本

関

複
製
本

（
大
８  

槃
礴
堂
）

雲
紙
本
和
漢
朗
詠
集
切

雲
切

雲
切

『
古
筆
学
大
成
』

（
平
２  

講
談
社
）

粘
葉
本
和
漢
朗
詠
集

粘
葉
本

粘

『
日
本
名
筆
選
』
8
・
9

（
平
23
・
24  

二
玄
社
）

近
衛
本
和
漢
朗
詠
集

近
衛
本

近

『
古
筆
学
大
成
』

（
平
２  

講
談
社
）

法
輪
寺
切
本
和
漢
朗
詠
集

伝
藤
原
行
成
筆

法
輪
寺
切

法

伊
予
切
本
和
漢
朗
詠
集

伊
予
切

伊

『
日
本
名
跡
叢
刊
』

（
昭
56  

二
玄
社
）

久
松
切
本
和
漢
朗
詠
集

久
松
切

久

複
製
本

（
昭
35  

便
利
堂
）

安
宅
切
本
和
漢
朗
詠
集

安
宅
切

安

『
古
筆
学
大
成
』

（
平
２  

講
談
社
）

金
銀
砂
子
切
本
和
漢
朗
詠
集

行
金

唐
紙
本
和
漢
朗
詠
集
切

唐
1

唐
紙
本
和
漢
朗
詠
集
切

唐
紙
切
2 

唐
2

巻
子
本
和
漢
朗
詠
集

巻
子
本

巻

複
製
本

（
昭
７  

尚
古
会
）

太
田
切
本
和
漢
朗
詠
集

太
田
切

太

益
田
本
和
漢
朗
詠
集
切

益
田
本

益

大
内
切
本
和
漢
朗
詠
集

伝
藤
原
公
任
筆

大
内
切

大
内

下
絵
和
漢
朗
詠
集
切

下
絵
切

下

『
古
筆
学
大
成
』

（
平
２  

講
談
社
）

散
書
和
漢
朗
詠
集
切

散
書
切

散

和
漢
朗
詠
集
切
（
一
）

和
1

和
漢
朗
詠
集
切
（
三
）

和
3

金
銀
切
箔
切
本
和
漢
朗
詠
集

伝
藤
原
定
頼
筆

定
金

山
城
切
本
和
漢
朗
詠
集

山
城
切

山

複
製
本

（
昭
14  

里
見
忠
三
郎
）

大
字
和
漢
朗
詠
集
切
（
一
）

俊
大
1

大
字
和
漢
朗
詠
集
切
（
二
）

伝
源
俊
頼
筆

俊
大
2

和
漢
朗
詠
集
切

俊
和

『
古
筆
学
大
成
』

（
平
２  

講
談
社
）

多
賀
切
本
和
漢
朗
詠
集

藤
原
基
俊
筆

多
賀
切

多

大
字
和
漢
朗
詠
集
切

藤
原
定
信
筆

定
信
筆
大
字
切

定
大

戊
辰
切
本
和
漢
朗
詠
集
（
巻
下
）

戊
辰
切

戊

複
製
本    

（
昭
３  

尚
古
会
）

戊
辰
切
本
和
漢
朗
詠
集
（
巻
上
）

藤
原
伊
行
筆

戊
辰
切

戊

葦
手
下
絵
和
漢
朗
詠
集

葦
手
本

葦

『
古
筆
学
大
成
』

（
平
２  

講
談
社
）

和
漢
朗
詠
集
切

藤
原
伊
経
筆

伊
和




